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製品についてのを意事項 

このガイドでは、ほとんどのモデルに共通 
の機能について説明します。一部の機能 
は、お使いのコンピューターでは使用でき 
ない場合があります。 


ソフトウ: L ア条項 

このコンピユーターにプリインストールさ 
れている任意のソフトウェア製品をインス 
トール、複製、ダウンロード、またはその 
他の方法で使用することによって、お客様 
は HP EULA のを件に従うことに同意した 
ものとみなされます。これらのライセンス 
条件に同意されない場合、未使用の完全な 
製品（付属品を含むハードウェアおよびソ 
フトウェア）を14日が内に返品し、購入店 
の返金方針に従って返金を受けてくださ 
し、。 

より詳しい情報が必要な場合またはコン 
ピューターの返金を要求する場合は、お近 
〈の販売店にお問い合わせ〈ださい。 


製品番号： 665386 -291 



安全に関するごを意 


/K 警告！ ユーザーが火傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったりするおそれがありますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて使用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を妨げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置したり、枕や秦布、 
または衣類などの表面が柔らかいものを敷いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび' AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (lEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関 
する規格に準拠しています。 
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1 ようこそ 


コンピューターをセットアップして登録した後に、 iil 下の手順を実行することが重要です。 

1. 有線ネットワークまたは無線ネットワークをセットアップします。詳しくは、 14ぺージの 
「ネットワーク」 を参照して〈ださい。 

2. ウィルス対策ソフトウェアを更新します。詳しくは、 『HP ノートブックコンピューターリファ 
レンスガイド』を参照してください。このガイドについての情報は、 1ページの「情報の確 
認」 を参照して〈ださい。 

3. リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブを作成します。詳しくは、 

31 ページの「バックアップおよび復元I を参照してください。 

4. コンピューター本体を確認します。詳しくは、 4ぺージの「コンピューターの概要」 および 
18 ページの「キーボードおよびポインティングデバイス」 を参照してください。 

5. [スタート] 一 [すベてのプログラム] の順に選択して、コンピューターにすでに読み込まれている 
ソフトウェアを確認します。 

情報の確認 

コンピューターには、各種タスクの実行に役立つ複数のリソースが用意されています。 

リソース 内容 

コンピューターのセットアップの 手順の ポスター • コンピューターのセットアップ 方法 

• コン ピューターの各部の名称 

• コンピューターの機能 

• が下の内容に対する各手順： 

。 無線ネットワークへの接続 

。 キーボードおよびポインティングデバイスの使用 

。 ハードドライブおよびメモリモジュールの交換または 
アップグレード 

。 バックアップおよび復元の実行 
。 サポート窓口へのお問い合わせ 

• コンピューターの仕様 

• 電源の管理機能 

• が下の内容に対する各手順： 

。 バッテリ寿命の最大化 

。 コンピューターの マルチメディア機能の使用 
。 コンピューターの 保護 
。 コンピューターの 手入れ 
。 ソフトウエアの更新 


『コンピューターの準備』 

このガイドを表示するには、が下の操作を行います 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 
ド]の順に選択します 


『HP ノートブックコンピューターリファレンスガ 
ィド』 

このガイドを表示するには、が下の操作を行います 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 
ド]の順に選択します 


情報の確認 

















リソース 

内容 

[ヘルプとサポート] 

• オペレーティングシステ厶の情報 

[ヘルプとサポート]にアクセスするには、[スタート]一 
[ヘルプとサポート]の順に選択します 

• ソフトウェア、ドライバー、および BIOS のアップデート 

• トラブルシューティングツール 

を記： お住まいの国または地域のサポート情報につ 
いては、 httiD://www.hD.com/supDort/ でお住まいの国ま 
たは地域を選択して、画面の説明に沿って操作してく 
ださい 

• サポート窓口へのお問い合わせ手順 

『規定、安全、および環境に関するごを意』 

• 規定および安全に関する情報 

このガイドを表示するには、が下の操作を行います 

• バッテリの処分に関する情報 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ューザーガイ 
ド]の順に選択します 


『快適に使用していただくために』 

• 正しい作業環境の整え方 

このガイドを表示するには、が下の操作を行います 

• 快適でけがを防ぐための姿勢および作業上の習慣に関するガ 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ューザーガイ 
ド]の順に選択します 

イドライン 

• 電気的および物理的安全基準に関する情報 


または 


httD :// www . hD . com / erao / から旧本語1を選択します 


『サービスおよびサポートを受けるには』（日本が外の 
国や地域のお問い合わせ先については、製品に付属し 
ている冊モ 『Worldwide Telephone Numbers 』 （英語 
版）を参照してください） 

HP のサポート窓口の電話番号 


この冊子はお使いのコンピューターに付属しています 


HP の Web サイト 

• サポート窓口の情報 

この Web サイトを表示するには、 httD://www.hD.com/ 
SUDDOrt/ にアクセスします 

• 部品の購入に関する情報 

• ソフトウェア、ドライバー、および BIOS のアップデート 

• コンピューターのオプション製品に関する情報 
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ようこそ 














リソース 


内容 


限定保証規定* 


保証に関する情報 


オンラインの保証を表示するには、が下の操作を行い 
ます 


[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ューザーガイ 
ド]の順に選択します 

または 

http :// www . hp . com / qo / o 「 de 「 aocuments / A 、 ら[日本（日本 
語） ] を選択します 


* お使いの製品に適用される HP 限定保証規定は、国や地域によっては、お使いのコンピューターに収録されている電子マ 
ニュアルまたは製品に同捆されている CD や DVD に収録されているドキュメントに明示的に示されています。日本向けの 
日本語モデル製品には、保証内容を記載した小冊子、『サービスおよびサポートを受けるには』が同捆されています。また、 
日本が外でも、印刷物の HP 限定保証規定が製品に同捆されている国や地域もあります。保証規定が印刷物として提供され 
ていない国または地域では、印刷物のコピーを入手できます。 h け D :// www . hD . com / qo / o 「 de 「 documents / でオンライ ンで申し込 
むか、または下記宛てに郵送でお申し込みください。 

• 北米： Hewlett - Packard , MS POD , 11311 Chinden Blvd , Boise , ID 83714, USA 

• ヨーロッパ、中東、アフリカ： Hewlett - Packard , POD , Via G . Di Vittorio , 9, 20063 ， Cernusco s/Naviglio ( Ml ), Italy 

• アジア太平洋： Hewlett - Packard , POD , P . O . Box 200 ， Alexandra Post Office , Singapore 911507 

郵送で請求する場合は、お使いの製品名および保証期間（シリアル番号ラベルに記載されています）、ならびにお客様のお名 
前およびご住所をお知らせください。 

重要： 上記の住所にお使いの HP 製品を返送しないで〈ださい。製品サポートについては、お使いの製品のホー厶ページ 
( http :// welcome . hp . com / countrv / jp / ja/contact us . html ) を参照して^ ださし、。 
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2 コンピューターの 概要 


表面の各部 

タッチパッド 



名称 


説明 


リ） 4 

> タッチパッドランプ 

• 点灯：タッチパッドがオフになっています 

• 消灯：タッチパッドがオンになっています 


(2) 

タッチパッドオン/オフボタン 

タッチパッドをオンまたはオフにします。タッチパッドを 
オンまたはオフにするには、タッチパッドオン/オフボタ 
ンをすばやくダブルタップします 

(3) 

左のタッチパッドボタン 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 


(4) 

タッチパッドゾーン 

ポインターを移動して、画面上の項目を選択したり、 
ティブにしたりします 

ァク 

(5) 

右のタッチパッドボタン 

外付けマウスの右ボタンと同様に機能します 
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コンピユーターの 概要 























ランプ 


@ @ 

Q か 



名称 



説明 


(1) 


タッチパッドランプ 

• 

点灯：タッチパッドがオフになっています 




• 

消灯：タッチパッドがオンになっています 

(2) 


Caps Lock フンプ 

点灯 

: Caps Lock がオンになっています 

(3) 

の 

電源ランプ 

• 

点灯：コンピューターの電源がオンになっています 



♦ 

点滅：コンピューターがスリープ状態になっています 




• 

消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、ハ 
イバネーシヨン状態になっています 

(4) 

(が 

無線ランプ 

• 

白色：無線 LAN デバイスや Bluetooth ⑥デバイスなどの 
内蔵無線デバイスの電源がオンになっています 




• 

オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっていま 
す 


表面の各部 5 













ボタン 



名称 


説明 


コンピューターの電源が切れているときにボタンを押 
すと、電源が入ります 

コンピューターの電源が入っているときにボタンを短 
〈押すと、スリープが開始されます 

コンピューターがスリープ状態のときにボタンを短く 
押すと、スリープが終了します 

コンピューターがハイバネーション状態のときにボタ 
ンを短〈押すと、ハイバネーションが終了します 

コンピューターが応答せず、 Windows ⑥のシャットダウン手 
順を実行できないときは、電源ボタンを5秒程度押したまま 
にすると、コンピューターの電源が切れます 

電源設定について詳しくは、に夕ート]一[コント ロール パ 
ネル]一[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順 
に選択するか、または 『HP ノートブックコンピューター 
リファレンスガイド』を参照します 


0 


電源ボタン 
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コンピユーターの 概要 








キー 



名称 



説明 

(1) 


esc 

fn キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を 
表示します 

(2) 


fn キー 

フアンクシヨン年一 、 num Ik 年一、または esc 年一と組 
み合わせて押すことによって、頻繁に使用するシステ厶の 
機能を実行します 

(3) 

發 

Windows ロゴキー 

Windows の[スタート]メニユーを表示します 

(4) 


Windows アプリケーシヨンキー 

ポインターを置いた項目のシヨートカットメニユーを表 
示します 

(5) 


操作キー 

頻繁に使用するシステムの機能を実行します 


前面の各部 


臣 



名称 

説明 

スピーカー ( x 2) 

サウンドを出力します 


前面の各部 7 





























右側面の各部 



負風® 


名称 




説明 

(1) 


オプティカル 

み） 

ドライブ（一部のモデルの 

オプティカルディスクの読み取りおよび書き込みを行い 
ます 

(2) 


オプティカル 

ドライブランプ 

• 緑色：オプティカルドライブにアクセスしています 

• 消灯：オプティカルドライブはアイドル状態です 

(3) 

A 

USB コネクタ 


別売の USB デバイスを接続します 

(4) 


AC アダプター 

-ランプ 

• 白色：コンピューターは外部電源に接続され、バッテ 
リの充電は完了しています 

• オレンジ色：コンピューターは外部電源に接続され、 
バッテリが充電中です 

• 消灯：コンピューターは外部電源に接続されていませ 
ん 

(5) 

与 

電源コネクタ 


AC アダプターを接続します 

(6) 

a 

セキュリティ 

ロックケーブル用スロット 

別売のセキュリティロックケーブルをコンピューターに 
接続します 


を記： セキュリティロックケーブルに抑止効まはあり 
ますが、コンピューターの盗難や誤った取り扱いを完全に 
防ぐものではありません 
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左側面の各部 





@©©( D @ 奠風 


名称 



説明 

(1) 

口 I 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはプロジェクターを接続します 

(2) 


通気孔 ( X 2) 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を 
通します 




を記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、 
コンピューターのファンは自動的に作動します。通常の操 
作を行っているときに内部ファンが回転したり停止したり 
しますが、これは正常な動作です 

(3) 


RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 

(4) 

HQMI 

HDMI コネクタ 

HD 対■応テレビなどの市販のビデオデバイスやオーディオ 
デバイス、または対応するデジタルコンポーネントやオー 
ディオコンポーネントを接続します 

(5) 


USB コネクタ ( x 2) 

別売の USB デバイスを接続します 

(6) 

4 

オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売のコンピューター用ヘッドセットのマイク、ステレオ 
アレイマイク、またはモノラルマイクを接続します 

(7) 

〇 

オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォン、イヤ 
フォン、へッドセット、またはテレビオーディオに接続し 
たときに、サウンドを出力します 




警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないよう 
に、音量の調節を行ってからヘッドフォン、イヤフォン、 
またはへッドセットを使用して〈ださい。安全に関する情 
報について詳し〈は、『規定、安全、および環境に関するご 
を意』を参照してください 




を記： コネクタにデバイスを接続すると、コンピューター 
本体のスピーカーは無効になります 

(8) 


メディアスロット 

が下のフォーマットの別売のメディアカードに対応して 


います 


• マルチメディアカード （ MMC ) 

• SD (Secure Digital ) メモリーカード 


左側面の各部 9 


























名称 



説明 


(9) 

S 

ハードドライブランプ 

• 白色で点滅: 

ハードドライブにアクセスしています 

(10) 

の 

電源ランプ 

• 白色に点灯: 

ます 

コンピューターの電源がオンになってい 


• 白色で点滅：コンピューターがスリープが態になって 

います 


• 消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、 
ハイ/くネーシヨンが態になっています 


ディスプレイの各部 



名称 


説明 

(1) 

無線 LAN アンテナ ( X 2) * 

無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN ) で通信する無 
線信号を送受信します 

(2) 

Web カメラランプ 

点灯： Web カメラを使用しています 

(3) 

Web カメラ 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 

Web カメラを使用するには、[スタート]一[すべてのプログラ 
ム]一 ！! Communication and Chat ] (通信とチャット）一 
[CyberLink YouCam ] の順に選択します 

(4) 

内蔵マイク 

サウンドを録音します 


* アンテナはコンピューターの外側からは見えません。転送が最適に行われるようにするため、アンテナの周囲には障害物を 
置かないでください。お住まいの国または地域の無線に関する規定情報については、『規定、安全、および環境に関するごを 
意』を参照してください。これらの規定情報には、 [ HP ヘルプとサポート]からアクセスできます。 
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裏面の各部 




蠻 


名称 


説明 

(1) 

バッテリベイ 

バッテリが装着されています 

(2) 

通気孔 ( X 5) 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を 
通します 

注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コ 
ンピューターのファンは自動的に作動します。通常の操作 
を行っているときに内部ファンが回転したり停止したりし 
ますが、これは正常な動作です 

(3) 己 

バッテリリリースラッチ 

バッテリベイからバッテリを取り外します 

(4) 毎が) OP 

ハードドライブベイ、無線 LAN 、 およびメ 
モリモジユールコンパートメント 

ハードドライブ、無線 LAN ( WLAN ) デバイス、およびメモリ 
モジュールスロットが装着されています 

を意： システ厶の応答停止を防ぐため、無線 LAN モジュー 
ルを交換する場合は、 日本国内の無線デバイスの認定/承認 
機関でこのコンピューター用に認定された無線モジュール 
のみを使用して〈ださい。モジュールを交換した後にエ 
ラーメッセージが表示される場合は、モジュールを取り外 
してコンピューターを元の状態に戻した後で、[ヘルプとサ 
ポート]からサポート窓口にお問い合わせください 
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3 HP QuickWeb (-部のモデルのみ) 


お使いになる前に 

[HP QuickWeb] 環境では、たくさんのお気に入りの機能を楽しく利用できます。 [HP QuickWeb] が起 
動してから数秒]内でコンピューターが使用可能な状態になるため、インターネット、ウィジェッ 
卜、およびコミュニケーシヨンプログラムにすぐにアクセスできます。 [HP QuickWeb] を使用する 
には、 QuickWeb キーを押します。その後、インターネットにアクセスしたり、 [Skype] で連絡を取つ 
たり、 [HP QuickWeb] のその他のプログラムを使用したりします。 

[HP QuickWeb] のホーム画面には]下の機能が表示されます。 

• Web ブラウザー：インターネットを検索および参照し、お気に入りの Web サイトへのリンクを 
作成します。 

• Skype : VoIP (Voice over Internet Protocol) に対応した [Skype] アプリケーシヨンを使用して 
通話します。 [Skype] では、一度に1人だけでな〈複数の人と電話会議またはビデオチャットを 
開催できます。また、固定電話番号に長距離電話をかけることもできます。 

• ウィジェット：ニュース、天気、ソーシャルネットワーキング、株価、電卓、付羹などのウィ 
ジ ェッ トを使用します。 [ウィジェット マネージ ャー] を使用して、 [HP QuickWeb] の ホーム 画面 
にウイジエツトを追加することもできます。 


箇^ を記 . [HP QuickWeb] の使用方まについて詳しくは、 [HP QuickWeb] ソフトウエアのヘルプを参照 
してください。 
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[HP QuickWeb ] の起動 

▲ [HP QuickWeb ] を起動するには、 コン ピューターがオフになっているときまたは ハイ バネーシヨ 
ン 状態になっているときに QuickWeb キーを押します。 


lil 下の表に、 QuickWeb キーを押したときの動作を示します。 


キー 

動作 


QuickWeb キー 

• 

コンピューターの電源が切れているときまたはハイ/く 
ネーシヨン状態のときにこのキーを押すと 、 [HP 
QuickWeb ] が起動します 


• 

コンピューターが Microsoft ® Windows を実行している 
ときにこのキーを押すと、初期設定の Web ブラウザー 
が起動します 


• 

コンピューターが [HP QuickWeb ] を実行しているとき 
にこのキーを押すと、 Web ブラウザーが起動します 



を記 ： [HP QuickWeb ] ソフトウ x アがインストールさ 
れていないコンピューターでは、このキーを押しても 
[HP QuickWeb ] は起動せず、操作や機能は実行されませ 
ん 


を記： 詳しくは 、 [HP QuickWeb ] ソフトウェアのヘルプを参照してください。 
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4 


ネツトワーク 


[■養 f を記. インターネット用ハードウエアおよびソフトウエア機能は、コンピューターのモデルおよび 
お使いの場所によって異なる可能性があります。 


お使いのコンピューターは、1^1下のどちらか1っまたは両方のィンターネットアクセスに対応でき 
ます。 


• 無線：モバイルインターネット接続には、無線接続を使用できます。詳しくは、 15 ページの 
「既存の無線 LAN への接編 I または 16ぺージの「新しい無線 LAN ネットワークのセットアッ 
プ I を参照して〈ださい。 

• 有線：有線ネットワークに接続することで、インターネットにアクセスできます。有線ネット 
ワークへの接続について詳しくは 、 『HP ノートブックコンピューターリファレンスガイド』 
を参照してください。 

インターネットサービスプロバイダー （ ISP ) の使用 

インターネットに接続する前に JSP のアカウントを設定する必要があります。インターネットサー 
ビスの申し込みおよびモデムの購入については、利用するに P に問い合わせてください。ほとんどの 
に P 力 《 、モデムのセットアップ、無線コンピューターをモデムに接続するためのネットワークケーブ 
ルの取り付け、インターネットサービスのテストなどの作業へのサポートを提供しています。 


を記： インターネットにアクセスするためのューザー ID およびパスワードは、利用するにドから 
提供されます。この情報は、記録して安全な場所に保管しておいて〈ださい。 


レ: A 下の機能で、新しいインターネットのアカウントを作成したり、コンピューターで既存のアカウン 
卜を使用するよう設定したりできます。 

• Internet Services & Offers (—部の地域で利用可能）：このユーテイリテイでは、新しいイン 
ターネットアカウントのサインアップを実行したり、既存のアカウントを使用できるようにコ 
ンピューターを設定したりできます。このユーテイリテイにアクセスするには、[スタート]一 
[すべてのプログラム]一[オンラインサービス]一に et Online ] (インターネットに接続）の順 
に選択します。 

• 旧 P 提供のアイコン（一部の地域で利用可能）：これらのアイコンは、 Windows デスクトップに 
個別に表示されているか、または「オンラインサービス」という名前のデスクトップ上のフォ 
ルダーに格納されています。新しいインターネットアカウントをセットアップしたりコン 
ピューターで既存のアカウントを使用するよう設定したりするには、アイコンをダブルクリック 
して、画面の説明に沿って操作します。 

• Windows のインターネットへの接続ウイザード：このウイザードを使用すると、レ: A 下の場合に 
インターネットに接続できます。 

。 すでにに P のアカウントを持っている場合 

。 インターネットアカウントを持っていないためウイザード内の一覽からに P を選択する 

場合り SP の一覧は地域によっては表示されない場合があります） 

。一覽にないに P を選択し、そのに P から特定の IP アドレス、 POP 3、 SMTP 設定などの情 
報が提供された場合 
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Windows のインターネットへの接続ウィザードおよびこのウィザードの使用手順を表示するに 
は、[スタート]一[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと 
共有センター]の順に選択します。 

を記:~~ ウィザード内で Windows ファイアウォールの有効/無効を選択する画面が表示された場 

合は、ファイアウォールを有効にします。 

無線ネットワークへの接続 

無線技術では、有線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送します。お買い上げいただいた 
コンピューターには、下の無線デバイスが 1 つ]上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス 

• HP モバイルブロードバンドモジュール、無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN) デバ 
ィス 

• Bluetooth デバイス 

無線技術および無線ネットワークへの接続について詳しくは、 『HP ノートブックコンピューターリ 
ファレンスガイド』、[ヘルプとサポート]の情報、および Web サイトへのリンクを参照してくださ 
い。 

既存の無線 LAN への接続 

1. コンピューターの電源を入れます。 

2. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します。 

3. タスクバーの右端の通知領域にあるネットワークアイコンをクリックします。 

4. 接続先となるネットワークを選択します。 

5. [接続]をクリックします。 

6. メッセージが表示されたら、セキュリティキーを入力します。 
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新しい無線 LAN ネットワークのセツトアップ 


レ:I下の機器が必要です。 

• ブロードバンドモデム （DSL またはケーブル） （1) およびインターネットサービスプロバイ 
ダーり SP) が提供する高速インターネットサービス 

• 無線ルーター（別売） （2) 

• お使いの新しい無線コンピューター （3) 


を記. モデムは内蔵ルーターに含まれている場合があります。に P に問い合わせてモデムの種類を 
確認してください。 


下の図は、インターネットに接続している無線 LAN ネットワークの設置例を示しています。お使いの 
ネットワークを拡張する場合、インターネットのアクセス用に新しい無線または有線のコンピュー 
夕一をネットワークに追加できます。 
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無線ルーターの設定 

無線 LAN のセットアップ について詳しくは、 ルーターの 製造元または インターネットサービスプロ 
バイダー（に P) から提供されている情報を参照してください。 

Windows オペレーテイングシステムでは、新しい無線ネットワークのセットアップに役立つツール 
も用意されています。 Windows のツールを使用してネットワークを設定するには、[スタート] 一 [コ 
ントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共有センター ] 一惭しい 
接続またはネットワークのセットアッスー[新しいネットワークのセットアッ別の順に選択しま 
す。次に、画面の説明に沿って操作します。 

["養! リま記： 最初にルーターに付属しているネットワークケーブルを使用して、新しい無線コンピュー 
夕一をルーターに接続することをおすすめします。コンピューターが正常にインターネットに接続 
できたら、ケーブルを外し、無線ネットワークを介してインターネットにアクセスできます。 

無線 LAN の保護 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護してください。 

無線 LAN の保護について詳しくは、 『HP ノートブックコンピューターリファレンスガイド』を参 
照してください。 
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5 キーボードおよびポインティングデバイ 

ス 


キーボードの使用 

操作キーの使用 

操作キーを押すと、割り当てられている機能が実行されます。 f 1 〜 f 12 の各キーのアイコンは、操作 
キーに割り当てられている機能を表します。 

操作キーの機能を使用するには、そのキーを押したままにします。 

操作キーの機能は、出荷時に有効に設定されています。この機能は、セットアップユーティリティ 
( BIOS ) で無効にできます。セットアップユーティリティ ( BIOS ) で無効にした場合は、 fn キーを 
押しながらファンクションキーを押すことにより、標準設定で操作キーに割り当てられている機能 
を実行できます。詳しくは、 『HP ノー トブックコンピューターリファレンスガイド』の「セット 
アップユーティリティ ( BIOS ) およびシステム診断」の章を参照してください。 


么を 意： セットアップユーティリティで設定変更を行う場合は、細心の注意を故ってください。設 
定を誤ると、コンピューターが正しく動作しなくなる可能性があります。 



アイコン 

キー 

説明 

? 

f1 

[ヘルプとサポート]を表示します。[ヘルプとサポート]では、 Windows オペレーティン 
グシステ厶とコンピューターに関する情報、質問への回答とチュートリアル、および 
コンピューターへのアップデートファイルなどが提供されます 

また、自動トラブルシューティングツールおよびサポート窓口へのアクセスも提供さ 
れます 

’乂 

f2 

このキーを押し続けると、画面輝度が一定の割合で徐々に下がります 

味- 

巧 

このキーを押し続けると、画面輝度が一定の割合で徐々に上がります 

口 I 

f4 

システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えます。たとえ 
ば、コンピューターに外付けモニターを接続している場合は、このキーを押すと、コ 
ンピューター本体のディスプレイ、外付けモニターのディスプレイ、コンピューター 
本体と外付けモニターの両方のディスプレイのどれかに表示画面が切り替わります 

ほとんどの外付けモニターは、外付け VGA ビデオ方式を使用してコンピューターか 
らビデオ情報を受け取ります。この操作キーでは、コンピューターからビデオ情報を 
受信している他のデバイスとの間でも表示画面を切り替えることができます 
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アイコン キー 説明 



f5 • コンピューターの電源が切れているときまたはハイバネーシヨン状態のときに 

このキーを押すと、 [HP QuickWeb] が起動します 

• コンピューターが [HP QuickWeb] を実行しているときにこの年一を押すと、初期 

設定の Web ブラウザーが起動します 


を記： [HP QuickWeb] ソフトウ x アがインスIルされていないコンピューターで 
は、このキーを押しても操作や機能は実行されません 



f6 

オーディオ CD の前のトラック、または DVD や BD の前のチヤプターを再生します 


f7 

才ーディオ CD のトラック、または DVD や BD のチヤプターを再生、一時停止、また 
は再開します 

… 

f8 

オーディオ CD の次のトラック、または DVD や BD の次のチヤプターを再生します 

4 - 

f9 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一定の割合で徐々に下がります 

か 

f10 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一定の割合で徐々に上がります 

が 

f11 

スピーカーの音を消したり元に戻したりします 

(が 

f12 

無線機能をオンまたはオフにします 

を記： 無線接続を確立するには、事前に無線ネットワークがセットアップされてい 
る必要があります 

ポインティングデバイスの使用 

を記： お使いのコンピューターに付属しているポインティングデバイス]外に、外付け USB マウ 
ス（別売）をコンピューターの USB コネクタのどれかに接続して使用できます。 


ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ポインティングデバイスの設定、ボタンの構成、クリックの速度、およびポインターオプションを 
カスタマイズするには、 Windows の[マウスのプロパティ]を使用します。 

[マウスの プロパティ] にアクセスするには、[スタート]一[デバイスとプリンター]の順に選択します。 
次に、一覧からお使いのコンピューターを表すデバイスを右クリックして、[マウス設定]を選択しま 
す。 


タツチパッドの使用 


を記： お使いのコンピューターのタッチパッドは、ここに記載されている図と多少異なる場合があ 
ります。お使いのコンピューターのタッチパッドに関する固有の情報については、 4 ぺージの「コン 
ピューターの概要 J を参照してください。 


ポインターを移動するには、タツチパツド上でポインターを移動したい方向に1本の指をスライドさ 
せます。タッチパッドの左右のボタンは、外付けマウスのボタンと同様に機能します。 
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タッチパッドのオフ/オンの切り替え 


タッチパッドをオフまたはオンにするには、タッチパッドオン/オフボタンをすばやくダブルタップ 
します。 


を記. タッチパッドがオンになっているときは、タッチパッドランプは消灯しています。 



タッチパッドランプおよび画面に表示されるアイコンは、タッチパッドがオフまたはオンになって 
いるという状態を示します。レ: I 下の表に、画面に表示されるタッチパッドのアイコンおよびその意味 
を説明します。 


タッチパッドラン 

アイコン 

説明 

プ 



オレンジ色 


タッチパッドがオフになっていることを示します 

消な 

ろ 

タッチパッドがオンになっていることを示します 
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移動 


ポインターを移動するには、タツチパッド上でポインターを移動したい方向に1本の指をスライドさ 
せます。 


〇| 



選択 

タッチパッドの左右のボタンは、外付けマウスの対応するボタンと同様に機能します。 

〇 



タッチパッドジェスチヤの使用 

タッチパッドでは、さまざまな種類のジェスチヤがサポートされています。タッチパッドジェス 
チヤを使用するには、2本の指を同時にタッチパッド上に置きます。 

を記:~~ プログラムによっては、一部のタッチパッドジェスチヤに対応していない場合があります。 

ジェスチヤのデモンストレーシヨンを確認するには、 lil 下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウェアとサウンド] 一 [ Synaptics ] (シナプテイク 
ス）一 [ Settings ] (設定）の順に選択します。 

2. ジェスチヤをクリックし、デモンストレーションを開始します。 
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ジェスチヤのオン/オフを切り替えるには、 lil 下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [ハードウェアとサウンド] 一 [ Synaptics ] 一 [Se 扣 ngs ] 

の順に選択します。 

2. オンまたはオフにするジェスチヤの横にあるチェックボックスにチェックを入れます。 

3. [ Apply ] (適用）一 [0 K ] の順にクリックします。 

スク ロール 

スクロールは、ページや画像を上下左右に移動するときに便利です。スクロールするには、2本の指 
を少し離してタッチパッド上に置き、タッチパッド上で上下左右の方向にドラッグします。 

を記. スクロールの速度は、指を動かす速度で調整します。 

を記. 2本指スクロールは、出荷時に有効に設定されています。 



ピンチ/ズーム 

ピンチを使用すると、画像やテキストをズームインまたはズームアウトできます。 

• タツチパツド上で2本の指を一緒の状態にして置き、その2本の指の間隔を拡げるとズームイン 
できます。 

• タツチパツド上で2本の指を互いに離した状態にして置き、その2本の指の間隔を狭めるとズー 
ムアウトできます。 


を記. ピンチ/ズームジェスチヤは、出荷時の設定で有効に設定されています。 
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回転 


回転ジェスチャを使用すると、写真などの項目を回転できます。回転させるには、左手の人差し指を 
タッチパッドゾーンに固定します。固定した指を中/。として、右手の人差し指を12時から3時の位 
置へと弧を描きながら動かします。逆方向へと回転させるには、右手の人差し指を3時から12時の 
方向に動かします。 


を記： 回転ジェスチヤは、出荷時に無効に設定されています。 
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6 メンテナンス 


バッテリの着脱 


を記： バッテリの使用方法について詳しくは、 『HP ノートブックコンピューターリファレンスガ 
イド』を参照してくださし、。 


バッテリの装着 

▲ バッテリをバッテリベイに挿入し（1)、しっかりと収まるまで下向きに回転させるようにして 
取り付けます（2)。 



バッテリの取り外し 


么を 意： コンピューターの電源としてバツテリのみを使用しているときにそのバツテリを取り外す 
と、情報が失われる可能性があります。バツテリを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、あらか 
じめハイバネーシヨンを開始するか Windows の通常の手順でシャツトダウンしておいてください。 

1. バッテリリリースラッチをスライドさせて （1) バッテリの固定を解除します。 
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2. バッテリをコンピューターから取り外します（2)。 



ハードドライブの追加または交換 

么を意 :~~ 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、 iil 下の点に注意してください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウンしてく 
ださい。コンピューターの電源が入っているときや、スリープまたはハイバネーシヨン状態のときに 
は、ハードドライブを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順で 
シャットダウンします。 

ハードドライブの取り外し 

1. 作業中のデータを保存してコンピューターをシャットダウンします。 

2. コンピューターに接続されているすベての外付けデバイスを取り外します。 

3. 電源コードを電源コンセントから取り外し、バッテリを取り外します。 

4. 底面カバーの2つのネジ （1) を緩めます。 


ハードドライブの追加または交換 25 




5. 底面カバーを取り外します（2)。 


霉颇@ 



6. ハードドライブケーブルをシステムボードから外し（1)、ハードドライブをハードドライブ 
ベイから取り外します（2)。 
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ハ 


ドドライブの取り付け 

1. ハードドライブをハードドライブベイに挿入し（1)、ハードドライブケーブルをシステムボー 
ドに接続します（2)。 



2. 底面カバーのタブを、コンピューターのくぼみに合わせます（1)。 

3. 底面カバーを閉じます（2)。 

4. 底面カバーの 2 つのネジ （3) を締めます。 


感想)毎) 



5. パ'ッテリを取り付けなおします。 

6. 外部電源および外付けデ/《イスを取り付けなおします。 

7. コンピューターの電源を入れます。 
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メモリモジュールの追加または交換 

コンピューターのメモリ容量を増やすには、空いている拡張メモリモジュールスロットにメモリ 
モジュールを追加するか、メインメモリモジュールスロットに装着されているメモリモジュール 
を交換します。 


么 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを取り外してからメモリモ 
ジュールを取り付けてください。 

么を 意： 静電気 ( ESD ) によって電子部品が損傷することがあります。作業を始める前にアースされ 
た金属面に触るなどして、身体にたまった静電気を放電してください。 

を記. 2つめのメモリモジュールを追加してデュアルチャネル構成を使用する場合は、2つのメ 
モリモジュールを必ず同一のものにしてください。 


メモリモジュールを追加または交換するには、下の操作を行います。 


么を 意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、 lil 下の点に注意して〈ださい。 

メモリモジュールを追加または交換する前に、コンピューターをシャットダウンしてください。コ 
ンピューターの電源が入っているときや、スリープまたはハイバネーシヨン状態のときには、メモリ 
モジュールを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順で 
シャツトダウンします。 


1. 作業中のデータを保存してコンピューターをシャツトダウンします。 

2. コンピューターに接続されているすベての外付けデバイスを取り外します。 

3. 電源コードを電源コンセントから取り外し、バツテリを取り外します。 

4. 底面カバーの2つのネジ （1) を緩めます。 

5. 底面カバーを取り外します（2)。 


霉颇毎) 



6. メモリモジュールを交換する場合は、下の要領で装着されているメモリモジュールを取り外 
します。 

a . メモリモジュールの両側にある留め具を左右に引っ張ります（1)。メモリモジュールが少 
し上に出てきます。 
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b . メモリモジュールの左右の端の部分を持ち、そのままゆっくりと斜め上にメモリモジュー 
ルを引き抜いて （2) 取り外します。 


を記： メモリモジュールスロットへの誤挿入を防止するために、メモリモジュールに 
は切り込み （3) が入っています。 

么を 意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを扱うときは必ず左右の 
端を持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないで〈ださい。 



取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 

7. レ: I 下の要領で、新しいメモリモジュールを取り付けます。 

を意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを扱うときは必ず左右の端を 
持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 

a . メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールスロット （1) を合わせます。 

b . しっかりと固定されるまでメモリモジュールを45°の角度でスロットに押し込み、所定の 
位置に収まるまでメモリモジュールを押し下げます（2)。 
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c . カチッと音がして留め具がメモリモジュールを固定するまで、メモリモジュールの左右の 
端をゆつくりと押し下げます（3)。 


么を 意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを折り曲げないでくださ 
い。 



8. 底面カバーのタブを、コンピューターのくぼみに合わせます（1)。 

9. 底面カバーを閉じます（2)。 

10. 底面カバーの2つのネジ （3) を締めます。 


這)括)@ 



11. バッテリを取り付けなおします。 

12. 外部電源および外付けデ/《イスを取り付けなおします。 

13. コンピューターの電源を入れます。 
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7 バックアップおよび復元 

お使いのコンピューターには、オペレーティングシステムに付属のツールおよび HP が提供している 
ツールが含まれています。これらを使用すると障害発生時に情報を保護および復元できます。 

この章には、下のトピックに関する情報が含まれています。 

• リカバリディスクセットまたはリカバリフラッシュドライブの作成 ([HP Recovery 
Manager ] ( HP リカバリマネージャ ー) ソフトウェアの機能） 

• (復元用パーティション、リカバリディスク、またはリカバリフラッシュドライブからの）シ 
ステムの復元の実行 

• 情報のバックアップ 

• プログラムまたはドライバーの復元 

復元 


ハードドライブに障害が発生した場合にシステムを工場出荷時の状態に復元するには 、 [HP Recovery 
Manager ] ( HP リカバリマネージャ ー) を使用して作成できるリカバリディスクセットまたはリカ 
バリフラッシュドライブが必要になります。ソフトウェアをセットアップしたらすぐに 、 [HP 
Recovery Manager ] を使用して、リカバリディスクセットまたはリカバリフラッシュドライブを 
作成することをおすすめします。 

その他の理由からシステムを復元する必要がある場合は、 HP 復元用パーティション（一部のモデル 
のみ）を使用して復元できます。この場合、リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライ 
ブは必要ありません。復元用パーティションの有無を確認するには、[スタート]をクリックし、[コ 
ンピューター]を右クリックして[管理]一[ディスクの管理]の順にクリックします。復元用パーティ 
ションがある場合、ウィンドウにリカバリドライブが表示されます。 

A を意 : [HP Recovery Manager ] (パーティションまたはディスク/フラッシュドライブ）は、工場 
出荷時にプリインストールされていたソフトウェアのみを復元します。このコンピューターにイン 
ストールされていなかったソフトウェアは、手動で巧インストールする必要があります。 

を記： 復元用パーティションがないコンピューターには、リカバリディスクが付属しています。 


復元メディアの作成 

ハードドライブに障害が発生した場合または何らかの理由で復元用パーティションツールを使用し 
て復元できない場合に、コンピューターを工場出荷時の状態に復元できるように、リカバリディスク 
セットまたはリカバリフラッシュドライブを作成しておくことをおすすめします。リカバリディ 
スクまたはリカバリフラッシュドライブは、コンピューターを最初にセットアップした後、なるベ 
く早く作成してください。 


を記 ： [HP Recovery Manager ] ( HP リカバリマネージャ ー) を使用して作成できるリカバリディ 
スクまたはリカバリフラッシュドライブは、1セットのみです。リカバリディスクまたはリカバリ 
フラッシュドライブは慎重に取り扱い、安全な場所に保管してください。 
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を記. お使いのコンピューターにオプティカルドライブが内蔵されていない場合は、外付けオプ 
ティカルドライブ（別売）を使用してリカバリディスクを作成するか、または HP の Web サイトか 
らお使いのコンピューターに適切なリカバリディスクを購入できます。外付けオプティカルドラ 
イブを使用する場合は、 USB ハブなどの他の外付けデバイスにある USB コネクタではなく、コン 
ピューター本体の USB コネクタに直接接続する必要があります。 


ガイドライン： 

• 高品質な DVD - R 、 DVD + R 、 DVD-R DL 、 または DVD+R DL ディスクを貝黃入してくださし、。 


箇バま 記 ： [HP Recovery Manager ] ソフトウエアは、 CD - RW 、 DVD ± RW 、 2層記録 DVD ± RW 、 お 
よび BD-RE (再書き込みが可能なブルーレイ）ディスクなどのような書き換え可能なディスク 
には対応していません。 

• このプロセスでは、コンピューターを外部電源に接続する必要があります。 

• リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブは、1台のコンピューターに対して1 
セットのみ作成できます。 

~~ リカバリディスクを作成する場合は、各ディスクに番号を付けてからオプティカルド 

ライブに挿入します。 


• 必要に応じて、リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブの作成が完了する前に、 
プログラムを終了させることができます。次回 [HP Recovery Manager ] を起動すると、バック 
アップ作成プロセスを続行するかどうかを確認するメッセージが表示されます。 

リカバリディスクセットまたはリカバリフラッシュドライブを作成するには、 lil 下の操作を行い 
ます。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム] 一 [Secur け y and Protection] (セキュリティと保護）一 [HP 
Recovery Manager] (HP リカバリマネージャ ー） 一 [HP Recovery Media Creation] (HP 

リカバリメディアの作成）の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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システムの復元の実行 

[HP Recovery Manager] (HP リカバリマネージャ ー ） ソフトウ エアを 使用して、コンピュー ターを 
工場出荷時の状態に修復または復元できます。 [HP Recovery Manager] は、リカバリディスク、リ 
カバリフラッシュドライブ、またはハードドライブ上の専用の復元用パーティション（一部のモデ 
ルのみ）から実行できます。 


を記： コンピューターのハードドライブに障害が発生した場合や、コンピューターの動作上の問題 
を修正しようとする試みがすべて失敗した場合は、システムの復元を実行する必要があります。シス 
テムの復元は、コンピューターの問題を修正するための最後の手段として試みてください。 

システムの復元を実行する場合は、 lil 下の点に注意してください。 

• システムの復元は、レ:I前バックアップを行ったシステムに対してのみ可能です。コンピューター 
をセットアップしたらすぐに、 [HP Recovery Manager] を使用してリカバリディスクのセット 
またはリカバリフラッシュドライブを作成することをおすすめします。 

• Windows は、[システムの復元]機能など、独自の修復機能を備えています。これらの機能をまだ 
試していない場合は、試してから [HP Recovery Manager] を使用してください。 

• [HP Recovery Manager] では、出荷時にプリインスI—ルされていたソフトウェアのみが復元さ 
れます。このコンピューターに付属していなかったソフトウェアは、製造元の Web サイトから 
ダウンロー ドしたファイルまたは製造元から提供されたディスクから巧インストールする必要 
があります。 

専用の復元用パーティションを使用した復元（一部のモデルのみ） 

専用の復元用パーティションを使用する場合は、復元処理中にオプションでバックアップを実行でき 
ます。画像、音楽およびその他のオーディオ、ビデオや動画、録画したテレビ番組、ドキュメント、 
スプレッドシートおよびプレゼンテーション、電子メール、インターネットのお気に入りおよびイン 
ターネット設定をバックアップできます。 

復元用パーティションからコンピューターを復元するには、）^1下の操作を行います。 

1. 下のどちらかの方法で [HP Recovery Manager] (HP リカバリマネージャ ー) にアクセスしま 
す。 

• [スタート]一[すべてのプログラム] 一 [Security and Protection] (セキュリティと保護） 
一 [HP Recovery Manager] (HP リカバリマネージャ ー） 一 [HP Recovery Manager] 

の順に選択します。 

または 

• コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup 

Menu] というメッセージが表示されている間に esc キーを押します。次に、画面に [F11 
(System Recovery)] というメッセージが表示されている間に、 f11 キーを押します。 

2. [HP Recovery Manager] ウィンドウの [System Recovery] (システムの復元）をクリックし 
ます。 

3. 画面に表示される説明におって操作します。 
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復元メディアを使用した復元 

1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. 1枚目のリカバリディスクをお使いのコンピューターのオプティカルドライブまたは別売の 
外付けオプティカルドライブに挿入してから、コンピューターを巧起動します。 

または 

お使いのコンピューターの USB コネクタにリカバリフラッシュドライブを挿入してから、コ 
ンピューターを再起動します。 

箇リま 記： [HP Recovery Manager ] (HP リカバリマネージャ ー) でコンピューターが自動的に再 
起動しない場合は、コンピューターのブート順序を変更する必要があります。 

3. システムの起動時に f 9 キーを押します。 

4. オプティカルドライブまたはフラッシュドライブを選択します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

コンピューターのブート順序の変更 

リカバリディスクのブート順序を変更するには、 lil 下の操作を行います。 

1. コンピューターを再起動します。 

2. コンピューターの巧起動中に esc キーを押してから、 f 9 キーを押してブートオプションを表示 
します。 

3. [Boot options ] (ブートオプション）ウィンドウで 、 [Internal CD/DVD ROM Drive ] (内蔵 CD / 
DVD ROM ドライブ）を選択します。 

リカバリフラッシュドライブのブート順序を変更するには、レ: A 下の操作を行います。 

1. フラッシュドライブを USB コネクタに挿入します。 

2. コンピューターを再起動します。 

3. コンピューターの再起動中に esc キーを押してから、 f 9 キーを押してブートオプションを表示 
します。 

4. [Boot options ] ウィンドウで、フラッシュドライブを選択します。 

情報のバックアップおよび復元 

ファイルをバックアップして新しいソフトウェアを安全な場所に保管することは、非常に重要です。 
その後も、新しいソフトウェアやデータファイルの追加に応じて定期的にバックアップを作成して 
おくようにします。 

システムをよりよく復元するためには、より新しいバックアップが必要です。 

~~ コンピューターがウィルスの攻撃を受けている場合や、主要なシステムコンポーネントが 

故障した場合は、最新のバックアップから復元を実行する必要があります。コンピューターの問題を 
修正するには、システム全体の復元を試みる前に、まずバックアップを使用した復元を試みて〈ださ 
い。 


34 第7章バックアップおよび復元 






情報は、別売の外付けハードドライブ、ネットワークドライブ、またはディスクにバックアップで 
きます。レ: A 下のようなときに、システムをバックアップします。 

• 定期的にスケジュールされた時刻 


ヒント 情報を定期的にバックアップするようにリマインダーを設定します。 


• コンピューターを修復または復元する前 

• ハードウェアまたはソフトウェアを追加/変更する前 
ガイドライン： 

• Windows の[システムの復元]機能を使用してシステムの復元ポイントを作成し、定期的にオプ 
ティカルディスクまたは外付けハードドライブにコピーします。システムの復元ポイントの使 
用方法について詳しくは、 36 ぺージの 「 Windows システムの復元ポイントの使用 _1 を参照し 
てください。 

• 個人用ファイルを[ドキュメント]ライブラリに保存し、このフォルダーを定期的にバックアップ 
します。 

• カスタマイズされているウィンドウ、ツールバー、またはメニューバーの設定のスクリーン 
ショット（画面のコピー）を撮って保存します。設定をもう一度入力する必要がある場合、画面 
のコピーを保存しておくと時間を節約できます。 

スクリーンショットを作成するには、1^1下の操作を行います。 

1 . 保存する画面を表示させます。 

2. 表示されている画面を、クリップボードに画像としてコピーします。 

アクティブなウィンドウだけをコピーするには 、 alt + prt sc キーを押します。 

画面全体をコピーするには 、 prt SC キーを押します。 

3. ワープロソフトなどの文書を開くか新しく作成して[編集]一[貼り付け]の順に選択します。画 
面のイメージが文書に追加されます。 

4. 文書を保存して印刷します。 

Windows の [バックアップと 復元]の使用 

ガイドライン： 

• お使いのコンピューターが外部電源に接続されていることを確認してから、バックアップ処理を 
開始してください。 

• 処理完了まで十分な時間の余裕があるときにバックアップ処理を行います。ファイルサイズに 
よっては、処理に1時間レ: I 上かかる場合があります。 

バックアップを作成するには、下の操作を行います。 

1. [スタート] 一 [コントロールパネル] 一 [システムとセキュリティ] 一 [バックアップと復元] の順 
に選択します。 

2. 画面の説明に沿って操作し、バックアップのスケジュール設定とバックアップの作成を行いま 
す。 


を記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウエアのインストール、ユーティリティの実行 、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しく 
は、[ヘルプとサポート]を参照してください。 
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Windows システムの復元ポイントの使用 

システムの復元ポイントによって、特定の時点でのハードドライブのスナップシヨットに名前を付け 
て保存できます。復元ポイント作成後に変更を破棄したい場合に、そのポイントまで戻ってシステム 
を回復できます。 

を記: m 前の復元ポイントに復元しても、最後の復元ポイント後に作成されたデータファイルや 
電子メールには影響がありません。 

また、追加の復元ポイントを作成して、ファイルおよび設定の保護を強化できます。 

復元ポイントを作成するとき 

• ソフ トウェアまたは ハー ドウェアを追加/変更する前 
を コンピューターが最適な状態で動作しているとき（定期的に行います） 

:~~ 復元ポイントまで戻した後に考えが変わった場合は、その復元を取り消すことができます。 

システムの復元ポイントの作成 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリテイ]一[システム]の順に選択しま 
す。 

2. 左側の枠内で、[システムの保護]をクリックします。 

3. [システムの保護]タブをクリックします。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

が前のある日時の状態への復元 

コンピューターが最適な状態で動作していた （ lil 前のある日時に作成した）復元ポイントまで戻すに 
は、下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリテイ]一[システム]の順に選択しま 
す。 

2. 左側の枠内で、[システムの保護]をクリックします。 

3. [システムの保護]タブをクリックします。 

4. [システムの復元]をクリックします。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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8 サポート窓口 

サポート窓口へのお問い合わせ 

この ュ ーザーガイド、 『HP ノ ートブックコンピューターリファレンスガイド』、または [ヘルプと 
サポート]で提供されている情報で問題に対処できない場合は、 lil 下の HP サポート窓口または『サー 
ビスおよびサポートを受けるには』に記載されているサポート窓口にお問い合わせください。 

http :// welcome . hp . com / countrv / ip / iai/contact us.html 

を記： 日本]外の国や地域でのサポートについては、 http :// welcome . hp . com / countrv / us / en / 
wwcontact us.html (英語サイト）から該当する国や地域、または言語を選択してくだろい。 

ここでは、じ I 下のことを行うことができます。 

• HP のサービス担当をとオンラインでチ ャッ トする。 

を記： 特定の言語でサポート窓口とのチャットを利用できない場合は、英語でご利用ください。 

• HP のサポート窓口に電子メールで問い合わせる。 

• 各国の HP のサポート窓口の電話番号を調べる。 

• HP のサービスセンターを探す。 


サポート窓口へのお問い合わせ 37 










ラベル 

コンピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解決したり、コンピューターを日本 
国外で使用したりするときに必要な情報が記載されています。 

サービスタグ： lil 下の情報を含む重要な情報が記載されています。 



(1) 製品名 


(2) シリアル番号 （ s / n ) 


(3) 製品番号 （ p / n ) 

(4) 保証期間 

(5) モデルの説明 


これらの情報は、サポート窓口にお問い合わせになるときに必要です。サービスタグは、バッ 
テリベイの内部に貼付されています。 

• Microsoft Certificate of Authenticity : Windows のプロダクトキー (Product Key、Product ID ) 
が記載されています。プロダクトキーは、オペレーティングシステムのアップデートやトラブ 
ルシューティングのときに必要になる場合があります 。 Microsoft Certificate of Authenticity は 
コンピューターの裏面にあります。 

• 規定ラベル：コンピューターの規定に関する情報が記載されています。規定ラベルは、バッテリ 
ベイの内部に貼付されています。 

• 無線認定/認証ラベル（一部のモデルのみ）：オプションの無線デバイスに関する情報と、認定各 
国または各地域の一部の認定マークが記載されています。無線デバイスを1つ iil 上使用してい 
る機種には、認定ラベルが1つ]上貼付されています。日本国外でモデムを使用するときに、こ 
の情報が必要になる場合があります。無線認定/認証ラベルは、バッテリベイの内部に貼付され 
ています。 
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9 仕様 


入力電源 

ここで説明する電源の情報は、お使いのコンピューターを国外で使用する場合に役立ちます。 

コンピューターは、 AC 電源または DC 電源から供給される DC 電力で動作します。 AC 電源は100〜 
240 V (50/60 Hz ) の定格に適合している必要があります。コンピューターは単独の DC 電源で動作 
しますが、コンピューターの電力供給には、このコンピューター用に HP から提供および認可されて 
いる AC アダプターまたは DC 電源のみを使用する必要があります。 


お使いのコンピューターは、 lil 下の仕様の DC 電力で動作できます。 


入力電源 

定格 

動作電圧と電流 

18.5 V DC (3.5 A、 65 W の場合） 


HP 外部電源用 DC プラグ 

0 -( 2 -© 


を記： この製品は、最低充電量240 V rmslil 下の相対電圧によるノルウ X —の IT 電源システム用 
に設計されています。 

を記： コンピューターの動作電圧および動作電流は、システムの規定ラベルに記載されています。 


動作環境 

項目 

メー トル 

U . S . 

温度 

動作時 

5〜35。じ 

41〜95で 

ホ動作時 

■20 〜60で 

-4 〜140で 

相対湿度（結露しないこと） 

動作時 

10-90% 

10-90% 

ホ動作時 

5〜95〇/〇 

5-95% 

最大標高 （ホ与圧） 

動作時 

-15 〜3,048 m 

-50 〜 10,000 フイート 

ホ動作時 

-15 〜12,192 m 

-50 〜 40,000 フイート 
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